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概要   

東京工業大学電子図書館（TDL：TitechDigitalLibrary）は、本年4月にサービスを開始した。rrDLは、  

理工学分野の多様な情報資源とユーザを透過的に結びつけるゲートウェイ機能の実現を目指した電子図書  

館システムである。本稿では、TDLの背景とコンセプトについて述べる。続いて、TDLの目的を実現す  

るための3つの機能について紹介する。最後に、今後の課題と展望について考察を加える。なお、Tl〕Lに  

は、http：／／tdl．1ibra．titech．ac．jpからアクセスすることができる。  
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1．はじめに   

近年、コンピュータ技術の進展とネットワークの普及を背景として、世界各国で電子図書館の実現に向け  

た取り組みが開始されている。我が国の国立大学図書館界においても、『大学図奮館における電子図吾館的  

槻能の充実・強化について（建議）』の公表に端を発して、奈良先端科学技術大学院大学、京都大学、筑波  

大学、東京工業大学、神戸大学、図書館情報大学の6国立大学、および学術情報センターに電子図音館の  

予算措置がなされ、それぞれの特色を活かした電子図書館システムの構築が進んでいる。  

平成11年4月よりサービスを開始した束京工業大学電子図番館（以下、TDL）は、理工学分野の多様な  

情報資源とユーザを透過的に結びつけるゲートウェイ機能の実現を目指Lた電子図審館システムである。  

上記の目的を達成するために、TDLには以下のような機能を実装している。  

（1）Z39．50プロトコルを利用したデータベースの横断検索  

（2）ディジタルリソースと紙媒体資料のシームレスな提供の仕組み  

（3）インターネット上に存在する情報資源へのゲートウェイサービス  

本稿では、TDL設計の背景とコンセプト、そのコンセプトを実現するためのシステムの基本機能について  

述べる。さらに、実際のサービス展開を概観し、貴後に今後の課題と展望について取り上げることとする。  

2．背景   

2．1ハイブリッド・ライブラリ   

大学図書館の現状を分析してみると、現在の図書館はハイブリッド・ライブラリと呼ぶことができる。ハイ  

ブリッド・ライブラリとは、紙ベースの伝統的な図吾館からデジタル図書館への移行形態の図書館である。  

ハイブリッド・ライブラリを特徴づけるのは、「不均質な情報資源の混在」である。ハイブリッド・ライブ  

ラリでは、均質でない多様な情報資源、リソースの提供が行なわれている。まず、サービスの村象となる  

情報のメディアに関Lては、紙ベースの情報資源とデジタル形態の情報資源が混在している。また、情報  

資源の所在場所（ロケーション）もハイブリッド化している。ローカルに存在する情報資源とリモートサ  

イト、他の図書館などに存在する情報資源を合わせて提供することが求められている。さらに、物理的な  

図書館の建物のなかに存在する情報と、ネットワーク上に存在する情報資源が併存している。  

2．2東京工業大学附属図書館の現状   

こうしたハイブリッド化した大学図書館の具体例として、東京工業大学附属図書館（以下、当館）を取り  

上げてみる。当館では、自館で所蔵する蔵書、あるいは他館が所蔵する蔵書、電子ジャーナル、ネットワー  

ク上に存在する様々な電子的情報資源等の多様な情報資源の提供を行っている。  

こうした多様な情報資源にアクセスするためには、広い意味でのメタデータが必要とされるが、そのメタ  

データもまた多様化している。まず図書や雑誌にアクセスするために、カード目録とOPACが存在する。  

東京工業大学の所蔵を調べるには、自館のOPACを利用する。他の大学図書館の所蔵状況を調べるには、  

NACSIS－Webcat等を利用する。雑誌や図書に含まれる論文情報を見つけ出すためには、Ovidのデータ  

ベース、OCLCのFirstSearch、科学技術文献速報のCD－ROM版、外国雑誌目次情報データベースといっ  

たメタデータが存在している。勿論冊子体の索引・抄録詰も数多く残っている。また、電子ジャーナルへ  

のアクセスには、各社各様のインターフェイスが用意されている。さらにネットワーク上に存在する情報  

資源を発見するために、サーチエンジン等の各種ツールが存在する。  
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2．3問題の所在   

このようなハイブリッド化した図書館を利用するユーザにとって、何が障害となるか。  

まず、自分が必要としている情報資源に到達するには、どのメタデータを使えばよいのかがわからない。次  

に、それぞれのメタデータがそれぞれ異なった固有の検索インターフェイスを備えているがために、各イ  

ンターフェイスに習熟することを求められる。さらに複数のメタデータを一度に利用できない。メタデー  

タを順次検索していかないと、必要な情報資源を網羅的に収集することができない。  

…方図書館員にとっても、こうした状況はあまり好ましい状況でない。それぞれの検索インターフェイス  

に習熟し、マニュアルを整備し、講習会を頻繁に開催しなければならない。サービスを充実させるために  

は、絶えず新たな情報資源を導入する必要があるが、その結果、新規のメタデータ、インターフェイスが  

追加され、ユーザ及び図書館員にとって厄介な状況が一層進行することになる。  

このようにハイブリッド化した現在の図番館を利用するユーザあるいは図書館員の悩みを解消することが、  

現在の大学図書館にとっての急務のひとつとなっている。  

3．コンセプト   

以上のような背景の下で、当館では、多様で不均質な情報資源とユーザを直結するためのゲ山トウェイ機  

能を電子図書館の基本コンセプトとして設定し、その開発を進めているところである。  

自館で所蔵する各種のリソース、図書、雑誌、サーバ上のデジタル情報、あるいは他の図書館に存在する  

情報資源、またインターネット上に存在する数多くの学術リソース等といった各種情報資源と、ユーザと  

を透過的に結び付けるゲートウェイ図書館の構築を主目的としている。  

上記のコンセプトを実現化するために、TDLには以下のような機能を実装している。  

（1）z39．50プロトコルを利用したデータベースの横断検索  

（2）ディジタルリソースと紙保体資料のシームレスな提倶の仕組み  

（3）インターネット上に存在する情報資源へのゲートウェイサービス  

以下に、この3つの機能について、実際のサービス展開とあわせて紹介することとする。  

4．Z39．50によるデータベースの横断検索   

4．1Z39．50の採用   

Z39．50は、サーバ（ターゲット）とクライアント（オリジン）間の情報検索と返戻機能に関するANSIノNISO  

の規格であり、1998年にISO23950：1998として正式に国際規格に採用された。国内でも、JISXO806：1999  

として規格化されている。現在は、アメリカ議会図書館が規格の管理維持機関として指定され、ZI（コ（Z39・50  

Implement．orsGroup）が実装に関わる実作業に携わっている。  

Z39．50は、欧米を中心とした海外の図書館およびデータベースベンダーによって広く採用されており、  

Z39．50をキーテクノロジーとした電子図書館プロジェクトも数多く進行している。国内においても、幾つ  

かの大学図書館において実装が開始されており、当館のTDLをはじめとして、神戸大学、図書館情報大学  

の電子図書館システムにおいて、検索機能として利用されている。また、早稲田大学でも、最近、Z39．50  

対応のOPACシステムが新たに導入された。  

既に述べたように、従来、図書館が提供してきた検索システムは、それぞれが固有のインターフェイスを  

備えており、ユーザはそれぞれの検索インターフェイスに習熟しなければならなかった。これに対して、  
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z3t）．5U規格に準拠した検索環境においては、サーバとクライアント間のやりとりが標準化されているが放  

に、ユーザはそれぞれの検索システムの差異を意識することなく、一つのインターフェイスから複数のデー  

タベースを利用することができる。また、同時に複数のサーバに接続することによって、容易にマルチデ｝  

夕べースの横断検索を実現することも可能である。  

TI〕Lでは、こうした特徴を備えたZ39．50を、理工学系情報資源へのゲートウェイ機能を実現するため♂）  

キーテクノロジーとして捉え、データベース検索システムに全面的にZ：i9．5Uプロトコルを実装することと  

した。  

4．2サーバ   

TI）Lで利用できるZ39．50サーバは、TDL内部に構築されたサーバと外部サーバに大別できる。  

T、DL内部に構築されたサーバ上に格納されたデータベースは、以下のとおりであるし）  

（1）文献データベース  

●国際会議録データベース  

● テクニカルペーパデータベース  

●外国雑誌日次情報データベース  

●東京工業大学紀要データベース   

（2）電子ジャ ーナル  

●EES（EIsevierElectronic Subscriptions）   

（3）図書館目録データベース  

●東京工業大学図書館日録データベース   

（4）ネットワーク情報資源データベース  

●理工学系ネットワークリソースデー タベース  

●理工学系サーチエンジン   

理工学系情報への一元的アクセスを実現するためには、内部サーバ上のデータベースに加えて、外部に  

存在するZ39．50対応サーバにシームレスに接続できることが要求される。現在は、Ovidサーバ、0〔1L（ご  

FirstSearchサーバ、他機関のOPACsといった外部サーバを横断検索の対象としている。具体的なデータ  

ベースは以下のとおりである。  

（1）0vidサーバ（当館内に設置）  

・Compendex  

・BiologlCalAbstracts  

● Medline  
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● NTIS   

（2）First】Sealて11サーバ（米国OCLC）  

● AGR，lCOLA  

・PapersFirst  

・AppliedScience＆rreclm0logyAbstracts   

（3）OPACsサーバ  

●図書館情報大学OPAC  

● CISTI  

● COPAC  

・LibraryofCongress  

● hIELVYL  

● 011ioLINK  

4．3アクセス   

Z39．50サーバにアクセスするためには、通常、Z39．50クライアントが必要とされる。しかしながら、エン  

ドユーザの全てに専用クライアントを配布するのは、現実的でない。また、各種プラットフォーム上で稼  

動するクライアントを開発することも容易ではない。こういった点を考慮して、TDLでは、HTTP＿Z39．50  

間ゲートウェイを構築し、一般的なWebブラウザからの検索を可能としている。勿論、汎用的なZ39．50  

クライアントを用いて、内部サーバに接続することも可能である（図1）。  

4．4横断検索の実際   

以下に、「文献データベース検索メニュー」を例として、TDいこおけるZ39．50によるデータベース横断検  

索の実際を画面に沿って説明していくことにする。  

文献データベース検索メニューを選ぶと、まずデータベース選択画面（図2）が表示される。ここで、検  

索対象とするデータベースをチェックする。続いて、検索画面が現れ、検索語を投入すると、選択された  

データベースを同時に横断的に検索して、結果をデータベース毎の該当件数として表示する（図3）。各  

データベースの該当件数を表示することによって、返戻レコードの簡略情報を一覧表示する（図4）。特定  

のレコードをクリックすると、詳細情報を確認することができる。  

以上のようなインターフェイスにより、ローカルあるいはリモートサイトに分散するデータベースの検索  

環境の向上を図っているわけである。  
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ヱ3，．ご氾クライアント  

W●もサーバ  
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東京工業大学紀要  
EES  
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サーチエンジン  

0扇dD王）＄  

OCLCFir≦癌8町血D】∋ざ  

OPAC8  

TI）Lシステム  

図1  

5．情報入手プロセスのシームレス化   

5．1必要性   

電子ジャーナルやインターネット上に公開されている各種情報資源に代表されるように、ディジタル化さ  

れた情報は急速にその数を増しつつある。また、図書館等の情報関連横間においても、資料電子化の取り  

組みが進展している。とはいうものの、現時点では、電子資料のみでエンドユーザの全ての要求に応える  

のは困鞋である。どうしても、大学図書館が収集、保存している紙媒体の資料とディジタル資料を統合し  

たサービスが要求される。  

5．2情幸良人手のプロセス   

エンドユーザが最終的に情報を入手までのプロセスを確認してみると、まず、情報資源が電子的な形態で  

存在する場合には、検索から直ちに情報資源にアクセスできる。一方、紙媒体の場合は、情報資源そのも  

のにたどり着くまでに、「検索」、「所在の確認」、「リクエスト」、「入手」といったプロセスが必要となって  

くる。まず検索を行い、必要な論文を探し出す。次にその論文の収録雑誌（図番）の所在場所を特定する。  

所属する大学の図書館にあればそれを利用する。所蔵していない場合には、文献複写のリクエストを行う。  

そして、図書館のILLサービスを介して、最終由に文献を入手する。TDLでは、こうしたペーパー情報の  

入手までのプロセスを切れ目なく行うことのできるインターフェイスを用意することによって、ディジタ  

ル情報とペーパー情報の両者にシームレスにアクセスできるサービスを提供している。  
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5．3実例   

このインターフェイスを実際の画面展開に沿って見ていくことにする。  

まず、各種文献データベースを検索して、自分が求める論文の詳細表示を画面に表示する（図5）。ここ  

で、当該論文のフルテキストが電子的に利用できる場合は、即座にそれを閲覧することができる（図6）。  

電子化されていない場合は、「Webcat所在確認」ボタンをクリックすると、自動的に学術情報センターの  

Webcatを検索して、当該論文を収録している雑誌等の所蔵館を確認することができる（図7）。さらに、  

その雑誌が学内非所蔵資料であった場合は、「複写依頼」のボタンを押すことによって、その場で文献複写  

の依頼を発行することができる。  

以上のサービスをバックエンドで支えるために、NACSIS－ILLクライアント械能、学内ILL機能および電  

子的ドキュメントデリバリー機能を備えた、統合型ILL／DDSシステムの開発を行った。このシステムを  

使用することによって、エンドユーザからの、ペーパー情報に対する依頼を効率的に処理することが可能  

となった。  
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文献データベース検束該当件数一覧  

利用の手引きサ願瞳索サービス終了  

繰索条件瓢直し醜対象D日南遇拍   

r■－｝－…脚■■－‾■‾“W、……■■…■t“…－仙……■－▲－…川■■－■▲‘‘▲－▲●－●■－●…一■■’【川川一一‾▲▲▲▲‾‾▲－…●■“…●…仰‾■●▲“一一一■▲一一■…－－，‾’■■州…一、■】“…い■■小一■●■仙‘■－■－■－■…●■▲一】▲一‘●・・▼t一一一・■■－●－仙岬  

検索対象DB：Cく〉nfも帽nC色P叩桧帽／EES／Compendex  
検索条件：全フィールドGupercr裾calANDfluid＄〉  

件数をクリックすると各D日の検索結果一覧を表示します  

文献データ′ヾ－ス  
…Conference Pap  

ompendex  
「竜亨ラ盲ニラ元  

6．インターネット・サブジ工クト・ゲートウェイ   

6．1インターネット情報探索の問題点   

今日、インターネット上には学術的価値を有する情報資源が数多く存在する。たとえば、大学や研究梯関、  

学会のホームページ、電子ジャーナル、プレプリント、各種データベース、ディレクトリ、教材、特許情報  
などのリソースを挙げることができる。こうしたネットワーク情報資源は、今や大学における研究教育、学  

習にとって不可欠のリソースであると言っても過言ではない。しかしながら、インターネット上に蓄積さ  

れ、日々急速に増大しつつある情報の堆積のなかから、学術的な価値を持ち、自分の研究に必要なリソー  

スを探し出すのはそれ程容易なことではない。  
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文献データベース検索結果一覧  
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綿索条件見直し綿索履歴春雲碍京寸象DB再適‡尺  

検索対象DB：Conず占帽nCePapers／EESノCompen壷x   

検索条件：全フィールド伝upercr；t；catANDf山id＄）   

21hits．卜20recordsdisplayed  
論文名（タイトル）をクリックすると詳細情報を表示します。  

Conference Papers   

IBorch－Jensen，Chrktina／M〇Lkrup，Jorgen   
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舟∂〃と8〝＿伽仰心血助c壷祝／値〝伽叩⊥ロ励喝ル怨化帝〟－づ甥／β甜，見通由おご柑β7一戸＝／かト／刀  

2 M血on，DB．／Han，E－H．／Zhan鼠S．qH／Hautanen／K．E．／Latankk＞n，R．M   g相n 
． 

肋eβん点心〝8r血血ぎ加・封丘〝d蜘／毎α椅仰点叫1血cソ∂首班eク／／軌／＼血宅ゐ〃d凡慮eかン甘ロブ幼噂   

月仰針克∂〃＿拙僧赴d占bcゐ眈他〝鍋8喝エロ山鹿ゐ／喝ノ励みトク名相βざ′戸山⊂伝短二川β7，P＝ク42ゼタイ  

3 Choi，Y．H．／K［m，J．／Noh，MJ／Choi，E．S．／Ybo′K．－P．   
E触toffunctk）nal卯OuPS On the so［ub”；t；es ofcoumarin derivativesin suロerCritica［   
旦arbon dk〉適de   

乱岬e化舶仙女．・e血ぬ〃占〃d卯此／血〃p佗Ve〃f血〝．・亡血相血卵d井口仰a5γ椚脚gんⅥ印ロ〃古口摺dムy   
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6．2サブジ工クト・ゲートウェイの必要性   

インターネット上の情報探索のツールとしては、既に汎用的な「サーチエンジン」が世の中に数多く存在  

しており、ネット上の情報収集にはなくてはならない道具となっている。しかしながら、いずれもコマー  

シャルサイトや非学術的なサイト、あるいは断片的なページ、リンク切れページといったノイズが多すぎ  

るという欠点を持っており、大学における研究教育を目的とした使用には不便を感じることがあるのも事  

実である。こうした問題点を解消し、インターネット上の学術リソースへのアクセス環境を改善する試み  

として、「サブジェクト・ゲートウェイ」と呼ばれる多くのサービスあるいはプロジェクトが存在している。  

TDいこおいても、理工学分野の高品質なインターネット学術情報へのアクセスを改善すべく、サブジェク  

ト・ゲートウェイとして棟能をシステム内に組み込んでいる。  
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文献データベース詳細情報  

利用の手早博 サービスメ手車∵ 根索サービス終了  

雄索条件寄席し対象DB再選担   

蘭棟索繹果魔  

検索対象DB：Con棄汀℃nC蔦Pa匹rS／EESノCornpen壷x   

検索条件全フ■（－）Lド（supercriticalANDfE。；ds）  

EES  

論文タイトル Statist；ca！designibroptimizationofextractionofpolyphenoIsfromaninertmatrixusing  
carbon dioxide－basedftuids  

詣 
P日加a′M〝aylor′L．T．  
Asystematicstudyconcern；ngtheextractabiIityofe；ghtpoJyphenoI；ccompoundsbundjn  

grapeshasbeenperibrmed．Thecompounds＼鳩r台eXtraCted†romspikedsand．Anexperjmentaldes短n  
al［o、㈹dustodeterminethee鴨ctsofllextract；onandtrapvariabIesonrecoverv．Th色相Iationships  
betweenaI［variables㈹reeXamined．Byapp［yhlggraPhicaIanalysjs，thebeste琉ractioncondkionsvia  
SuPerCriticalbrnearcrjtjcal）fluidcarbondioxiclewithintherangeoftheparamQterSthatwerestudied  
WereObtained．Theaveragerecoveryofthee庭htphenoIsvvas88％．A鮎rmod；ficationofthese”best’′  
COndit30nSViaachan辟inmodifiercontentandrestrictorhrap七色rnperature，reCOVeries†bra［le厄ht  

Studiedcompoundsrangedbet＼嶋en92％andlOC阻PolyphenoIscan，thereぬre，bequantltativety  
extractedwithacarbondioxide－basedfluidundermildconditions；napp和粛mately3Ominfトom aninert  
m atrix 
ソースタイトル AnaJyticaChim；caActa   
巻 391  
号 3  

苗 
行年月日1999／00／04  
始ページ 321  

終了ページ 329  
1SSN OOO32670  
使用言語 EN  
キーワード Carbondioxide－basedfIuid／lner・tmatrix／PolyphenoI  
FullText 適  

6．3システムの概要   

TDLにおけるサブジェクト・ゲートウェイの仕組み（図8）であるが、まず、インターネット上の情報資源  

の中から、理工学分野の高品質のリソースを選別、収集し、分類し目録を作成する。この作業は当館のス  

タッフが手作業で行う。こうしてネットワークリソースのメタデータデータベースを構築する。次に、出  

来上がったデータベースからURIJリストを出力し、それをW占b巡回ロボットに渡す。ロボットは定期的  

にインターネットを巡回し、リストに含まれるURIJに関連するページ情報を集めてくる。その結果、Web  

ページインデクスというデータベースが構築される。このリソースデータベースとWebページインデクス  

という二つのデータベースを検索ブラウジングすることによって、ユーザは効率的にネットワーク上の学  

術リソースを発見し、同時にそれにアクセスすることができる。  

6．4検索例   

こうしたデータベースの検索サービスを見ていくことにする。  
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最初にリソースデータベースの検索であるが、基本検索、拡張検索、ブラウジング検索という3つの検索  

モードが用意されている。基本検索（図9）は、データベースの全ての項目に対して検索を実行し、拡張  

検索では、フィールド名を指定した検索が可能となっている。データベースの検索の結果、指定した検索  

条件に該当するリソースの一覧が表示される。タイトルをクリックすると、詳細情報表示（図10）に遷移  

できる。URI．をクリックすることによって、該当リソースのページへ直接遷移する。また、ブラウジング  

検索では、言語、分類、リソース種別を指定することによって、該当するリソースの一覧を表示する機能  

を提供している。例えば、「化学関連分野の電子ジャーナルを一覧したい」といった要求があった場合に、  

この機能が活用できる。  

7．課題と展望   

最後に、今後の課題と将来の展望について若干触れておきたい。  
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7．1Z39．50に関する課題   

TDLのゲートウェイ輝能が充分に機能するには、Z39．50に準拠したデータベースの普及が前提となる。幸  

いなことに、海外のOPACやデータベースはかなりZ39．50対応が進んでいる。一方、我が国においては、  

最近になってやっと実装が開始されたばかりであり、少数のZ39．50準拠データベースしか存在していな  

い。今後日本の図書館システム、あるいはデータベースのベンダーがZ39．50への対応を積極的に推進して  

くれることを期待したい。また、日本語データの取扱い、相互利用性を高めるための共通プロファイルの  

整備といった問題も課題として浮かび上がっている。  

7．2コンソーシアムによるリソースの共有   

TDLゲートウェイの村象データベースのなかにはかなりの数の商用データベースが含まれている。規状で  

はこれらのデータベースは学内での利用に限定される。このゲートウェイを東京工業大学だけでなく広く  
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検索  

ブラウジンヴ  

図8  

他大学のユーザにも有効に使ってもらうには、ぜひともコンソーシアムによるデータベースの共同利用を  

推進していく必要がある。  

7．3ユーザ・オリエンティツドなサービス   

将来的に、Z39．50の普及、あるいはコンソーシアムの出現などによって、TDlノゲートウェイの対象とな  

るデータベースが大幅に増えてくる可能性がある。データベース数の増加に比例して、データベースを選  

択する際のユーザの困難の度合いもまた増大することになる。その結果、必要なデータベースを選びそこ  

なったり、あるいは逆に不用なデータベースを選択検索することにより、システムやネットワークにいた  

ずらに負荷をかけることになりかねない。何らかのかたちで、個々のユーザに最適なデータベース群をシ  

ステムが自動的に形成してくれる仕組みが必要となろう。  

また、検索結果の提示についても、データベース毎に結果を表示する 、という現行方式には不満が残る。  

例えば、複数のデータベースからの返戻レコードを全てソート・マージし、さらに重複を排除してユーザ  

に提示するといった方法についても検討を行ったが、今回は、システムへの負荷を考慮に入れ、この方式  

の実装は見送った。今後の課題のひとつである。  

8．ぁわりに   

本稿では、TDLのあらましについて、コアとなる3つの機能を中心に述べてきた。TDI．がめざすゲート  

ウェイ構築をめぎした試みは未だ緒に着いたばかりであり、現状はその第一フェーズを実現したものにす  
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ぎない。真の意味でのゲートウェイ図書館を構築するには、7に指摘した課題を克服する必要があろう。ま  

た、国内外の同種のイニシアティブとの協調も重要であると考えている。  

今後とも、各方面からの意見を参考にしながら、理想のゲートウェイ械能を追求していきたい。  
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